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� 　京都大学名誉教授・甲南大学文学部特任教授　子安 増生

秋�山学部長　本日は、神戸学院大学心理学部開設記
念学術講演会にお越しいただきありがとうござい
ます。心理学部長の秋山学です。

　 　今日は、京都大学名誉教授、甲南大学文学部特
任教授である子安増生先生にお話をたまわります。
子安先生は、公認心理師制度の生みの親であると
私は理解しています。子安先生なくしては公認心
理師法の成立はなかったのではないかと思ってい
ます。それぐらい、むずかしい歴史といろいろな
関係者の思いを集約し、それを公認心理師法とい
うかたちにしていただけたと考えています。

　 　昨日の 11月 3 0日に、3 万 5 千人ほどの受験生
のあった公認心理師の合格発表がありました。だ
いたい 2万 8千人が合格したと聞いています。い
よいよ第 1号の公認心理師が目の前に現れてきた
ところです。そこで、あらためて子安先生からこ
の公認心理師制度が今後どのように展開していく
のか、これまでの経緯を含めてお話しいただける
かと思います。公認心理師制度の理解と今後の発
展に向けて、子安先生と一緒に考える時間がもて
ればと考えています。子安先生、今日はよろしく
お願いします。

子�安　ただ今、ご紹介いただきました甲南大学の子
安増生です。

　 　まず、この会は貴学の心理学部開設記念の学術
講演会ということで、学部設立 1年目にあたり、
たいへんおめでとうございます。また、来年度は
大学院心理学研究科も設置されるということで、
それもたいへんおめでたいことと存じます。実は、
先々月 10月 28日に、関西心理学会第 13 0回大会
が私どもの甲南大学で開催されました。清水寛之
先生が学会長で、晴天の日に開けて、たいへんあ
りがたく思っています。この場を借りて御礼申し
上げます。

　 　本日は、「公認心理師制度の理解と発展に向けて」
ということでお話しいたします。生みの親という
のは、たいそうなお言葉を頂戴しましたが、私が
どのように関わってきたか、公認心理師制度を初

めて聞かれる人もおられると思いますので、この
話を知らない人を前提にお話します。よく知って
いる人にはくどい話になるかと思います。どのよ
うな経緯があり、どんな内容で、これからどうし
ていけばいいかということを 1時間半ほどで話し
ます。
　 　自己紹介ですが、私は京都大学教育学部、同大
学院を出て、そこでは教育心理学という分野で、
特に私がずっと専門にしている発達心理学の研究
を続けてきました。大学院の博士後期課程 3 年の
途中から愛知教育大学に就職し、10年 8か月いま
した。そこでも発達心理学の助手と助教授を務め
ました。
　 　19 88年に出身の京都大学教育学部に戻り、そこ
で助教授、教授を務め、2016 年 3 月に退職し、現在、
甲南大学にいます。また、日本心理学諸学会連合
と日本心理研修センターは、これまで私が公認心
理師関係で関与してきた機関です。日本心理学諸
学会連合ではこの 6 月まで理事長を務めていまし
た。そして、日本心理研修センターでは現在理事
を務めています。
　 　最近の著作ということで、発達関係の本では、『よ
くわかる認知発達とその支援』、『発達心理学Ⅰ』、
『こころが育つ環境をつくる』があります。また、
私の専門は「心の理論」というテーマで、他者理
解の発達という内容ですが、『心の理論から学ぶ発
達の基礎』、『心の理論－第 2世代の研究へ』。私が
いた京都大学の講座は教育認知心理学講座という
名称で、そこを出るにあたって一つの本にまとめ
たのが、『教育認知心理学の展望』です。それから、
公認心理師の教科書の『公認心理師エッセンシャ
ルズ』は、今年 2月に発売されました。まだ教科
書等何もない頃に何とかとにかく授業が始まる前
に教科書にあたるものを作りたい、その本格的な
教科書というと全 25 教科になりますので、それは
誰かがじっくり作るだろうから、取りあえず全体
像を見るということと、これは有斐閣という法律
に詳しい出版社からですので、「関係行政論」とい
う法律についての科目と、「公認心理師の職責」と
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いう新しい科目についてテキストに使えるように
出版しました。幸いに好評でありがたく思ってい
ます。

　 　今日の話は、①私と公認心理師制度がどのよう
なかたちで関わりがあったか、②公認心理師法の
要点、③公認心理師の養成、特に大学のカリキュ
ラムの問題、④公認心理師が将来的にどういう方
向に行くか、この 4 点について話します。

　

私と公認心理師制度との関わり

　まず、「私と公認心理師制度との関わり」です。私は、
本来、基礎系の発達心理学者であって、臨床に対す
る関係というのは、どちらかというと遠いほうです。
もちろん、発達の中には発達実践の問題があります
から、そことの関わりで関心は持ってきましたが、
公認心理師という心理職について、特別関わりがあっ
たわけでも、関心があったわけでもありません。
　2008年に日本発達心理学会の理事長に推挙され、
広い意味での心理学関係 5 3 団体が加盟する、一種の
業界団体みたいなものである、日本心理学会諸学会
連合の理事長にも推挙され、二期五年間理事長を務
めています。間が二年間あいているのは、引き続き
二期を越えて理事になれないルールがある関係です。
その理事長職の間、公認心理師制度の設置に向けて
活動をしました。
　少し具体的に言うと、「三団体会談」というのが
6 9 回開催されましたが、私は 5 0回ぐらい出ています。
どういうことをやったかというと、この三団体とは、
臨床心理職国家資格推進連絡協議会（推進連）、医療
心理師国家資格制度推進協議会（推進協）、日本心理
学諸学会連合（日心連）です。推進連は、臨床心理
系の先生、心理臨床学会の先生方が中心です。推進
協は、医療心理職の国家資格を作りたいと思ってい
る団体、実は、日本心理学会もここに入ります。そ
して、日心連、当時は 5 3 団体より少なかったですが、
心理学諸学会全体が集まっている連合。この三者が
協議をして心理職の国家資格の創設を要望すること
を行いました。
　2011年 10月、ちょうど私が日心連の理事長になっ
てすぐの時期に、要望書を作りました。国家資格を
作って、五領域の大きな資格にしたいということを
要望書にまとめました。特に、官庁、国会議員の先
生方に陳情したり、113 , 4 3 4 筆の署名活動をしたり
しました。この署名を国会に直接提出する機会はあ
りませんでしたが、これがあったおかげで国会議員
の先生がよく理解してくれたと思います。そして、
2015 年 9 月にようやく公認心理師法が成立しました。
　成立後に実際に法律が有効になるのは施行と言い
ますが、成立してすぐにはいろいろなことが動かな
いので、施行までの準備期間が 2年ありました。そ
の間に、日本心理研修センターが主に具体的な試験

をどのように考えるかということを検討してきまし
た。
　国会議員で一番私たちを援助してくれたのは、「心
理職の国家資格を推進する議員連盟」で、ここの四
人の先生方は自由民主党ですが、議員連盟は超党派
でつくられたものです。中心的に活躍してくれたの
は、元文部科学大臣の河村建夫先生、医師出身の元
環境大臣の鴨下一郎先生、前厚生労働大臣の加藤勝
信先生、そして、法案を実際に作ったのは現法務大
臣の山下貴司先生です。
　この資格は、文部科学省と厚生労働省の共管資格
になっていて、両省庁が関わっていますが、どちら
かというと中心は厚労省側にあります。厚労省の公
認心理師制度推進室がいろんなことを取り決めてい
て、試験についても指導をしてくれた機関です。ま
ずカリキュラムをどうするかということで、「公認心
理師カリキュラム等検討会」が 2016 年 9 月にスター
トしました。
　私はその構成員の一人ですが、 9 月、10月に会合
が 2回あって、そのあとワーキングチームがその下
にできました。ワーキングチームが 8回、非常に綿
密に検討してくれました。具体的な学部カリキュラ
ム、大学院カリキュラム、試験制度、特に昨日発表
のあった試験の「現任者」をどのように定義してい
くかなどが議論されました。2017 年の 3 月までに 8
回開催されたあと、 4 月、5 月に検討会（親委員会）
が 4 回開催され、そこで確定しました。この検討会
とワーキングチームのすべての議事録はホームペー
ジに公開されていて、どんな議論があったのかちゃ
んとオープンにされています。ある意味もう過去の
ことですが、記録は大事だと思いますので、関心の
ある人は確認してください。
　検討会は 16 人のメンバーで、座長は北村聖

きよし

先生
という医師です。この方が公明正大にまとめてくだ
さいました。精神医学系の意見と臨床心理系の意見
が食い違うことも多々ありましたが、特に大きな食
い違いは学部コースです。学部を出て実務機関で働
く期間をどうするかというので、最初は臨床心理系
5 年対精神医学系 2年という非常に大きな対立があ
りましたが、うまくまとめてくださり、実際は 3 年
の印象がありますが、一応「2年以上」に収まりま
した。
　心理統計学は最初独立した科目ではなかったので
すが、私がこの検討会の議論の中で、それは絶対に
独立科目であることが必要だと話しました。統計が
大事だということも、北村先生は理解してうまくま
とまりました。健康医療系、福祉系、教育系、司法・
犯罪系、産業・労働系の五分野が大事な分野ですが、
これに関係する人が検討会の構成員に含まれていま
す。
　2017 年 5 月 3 1日に公認心理師カリキュラム等検
討会の報告書が出ました。これも、ホームページに
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まだ残っています。学部カリキュラム、大学院カリ
キュラム、試験の在り方についてのまとめが報告書
として出ています。
　2018年 3 月には「公認心理師試験出題基準」が公
表されました。これは日本心理研修センターで作っ
たもので、「1．公認心理師試験出題基準は、公認心
理師試験の範囲とレベルを項目によって整理したも
のであり、試験委員が出題に際して準拠する基準で
ある。全体を通じて、公認心理師としての業務を行
うために必要な知識及び技能の到達度を確認するこ
とに主眼を置く。2．ブループリント（公認心理師試
験設計表）は、公認心理師試験出題基準の各大項目
の出題割合を示したものである」と説明されていま
す。
　大きな問題は、出題基準と学部 25 科目に少しずれ
があり、学部 25 科目全部が出題基準の大項目になっ
ていないということです。すなわち、学部科目がま
とめられているところがあります。これはあとで触
れます。基本的には、学部で学んだことを試験に出
題するということです。「必要な知識及び技能」とあ
りますが、技能というのはなかなか定義がむずかし
いです。知識は知っているかどうかで、技能は使え
るかどうかということですが、いわゆる技能検査、
技能試験はできません。出題はマークシート方式で
選ぶものですので、技能検査はできませんが、その
代わりに具体的な場面を設定して、そこでどう考え
たらいいか、実践的な出題をするということで技能
をカバーしていると理解しています。また、出題基
準は、大項目、中項目、小項目と分かれていますが、
大項目の出題割合をブループリント（青写真）と呼
んでいます。医師国家試験のブループリントとは少
し意味合いが違う感じがしますが、出題割合がブルー
プリントの定義です。
　

公認心理師法について

　次に、具体的に公認心理師法について見ていきま
す。公認心理師法は全 5 章 5 0条の比較的短いもので
すので、公認心理師になりたい人は一応ざっと見て
おいてください。要点を話します。
　「第 1条　この法律は、公認心理師の資格を定めて、
その業務の適正を図り、もって国民の心の健康の保
持増進に寄与することを目的とする」。法律はさらっ
と書いてありますが、一つ一つの文字、行間に意味
があります。まず、「公認心理師の資格を定めて」と
いうのが法律の趣旨です。第 4 4 条には、「公認心理
師」と自称したり、「心理師」の言葉を使う場合、本
人がそうでない限り使用してはいけませんとありま
す。公認心理師でない人が公認心理師を名乗っては
いけません、というのがこの法律の趣旨で、これは
名称独占権と言います。名前を使うことが独占され
るという意味です。

　独占資格には、ほかに「有償業務独占資格」と「無
償業務独占資格」があります。これは名前が何であれ、
資格を持っていない人がその仕事をしてはいけない
ということです。例えば、公認会計士が企業買収の
ことをやってはいけない、弁護士が弁理士の仕事を
有償でお金を取ってしてはいけないということにな
ります。無償業務独占資格の場合は、例えば、注射
をするのは医者の業務です。自分で自分に注射する
のはありですが、他人に注射をするのは、お金を取っ
ても取らなくてもしてはいけません。手術も同様で
す。医師、税理士、司法書士等は無償での業務独占
資格になっています。
　公認心理師は業務独占ではないので、公認心理師
の四つの仕事というのがあり、それを公認心理師で
ない人がやることはできますが、公認心理師あるい
は心理師と名乗ってそれをやってはいけません。
　第 1条の後段部分に、「国民の心の健康の保持増進
に寄与する」と書いてあります。「心の健康」という
言葉がさらっと出てきますが、私はこれは大きな意
味合いがあったと思います。なぜかというと、例え
ば「精神衛生法」という法律が 19 5 0年に制定されて、
19 88年に「精神保健法」に変わって、19 9 5 年に「精
神保健及び精神障害者福祉に関する法律」にまた名
称が変わっていますが、その第 1条には、「国民の精
神的健康の保持及び増進」、「国民の精神保健の向上」
という表現があり、つまり精神的健康とか精神保健
という言葉は精神医学の用語としてあり、医者のた
めの言葉です。しかし、「心の健康」というのは、そ
うではなく、心理学が扱うべき問題だということで
す。
　「五分野」という言葉がありますが、私どもの要望
書では、「医療 ･保健、福祉、教育 ･発達、司法 ･矯
正、産業等の実践諸領域」という五つの領域に汎用
性のある資格であることをずっとうたってきました。
ところが、法律の第二条の文面では、「保健医療、福祉、
教育その他の分野」となっていて、ざっと見ると 3
つしか読み取れません。法律ができたときに、私は
その辺がどうなのかと気にしました。実際には、検
討会の中では、「保健医療、福祉、教育、司法・犯罪、
産業・労働の五分野」となり、領域ではなく分野と
いう言葉になりましたし、私どもが提案した五領域
とも若干違います。私として一番残念なのは、「発達」
という言葉が抜け落ちたことです。
　よく考えてみると、「発達」という言葉は法律用語
になかなかなっていません。教育は、昔から「教育
基本法」や「学校教育法」を含めて、教育に関する
法律、教育を扱う法律がありますが、発達は、発達
障害ぐらいしか、今のところ法律の中に用語として
入っていません。「発達」が行政用語になっていない
ことが、分野から抜け落ちた大きな理由だと思って
います。
　ただ、実際の科目の中には「発達心理学」が入っ
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ていて、また、児童福祉の中に子どもの発達の問題
が入ってきますし、高齢者福祉の中にも当然発達の
問題が入ってきますので、言葉としては入りません
でしたが、精神としては入っていると理解をしてい
ます。
　ともかく、法律上は三つですが、五分野が大事で
す。「保健医療」に「・」（中黒）が入っていませんが、
実際には「保健・医療」になると思います。法律用
語では中黒が適さないということだと思います。
　もう一つ大事なことは、第 2条のこの法律におい
て云々で、「次に掲げる行為を行うことを業とする」
とあります。これを「四行為」と呼んでいますが、
一つ目が、「心理に関する支援を擁する者の心理状態
を観察し、その結果を分析すること」、これは心理的
アセスメントにあたるものです。二つ目が、「心理に
関する支援を要する者に対し、その心理に関する相
談に応じ、助言、指導その他の援助を行うこと」、こ
れは心理支援で、臨床心理学が主に扱ってきた分野
に近いところです。三つ目は、「心理に関する支援を
要する者の関係者に対し、その相談に応じ、助言、
指導その他の援助を行うこと」は、「関係者支援」と
略して呼んでいます。四つ目、「心の健康に関する知
識の普及を図るための教育及び情報の提供を行うこ
と」は、「心の健康教育」と言います。「アセスメント」、
「心理支援」、「関係者支援」、「心の健康教育」が「四
行為」と私が呼んでいるものです。五分野にわたる
四行為を行える人が公認心理師ということになりま
す。
　もちろん、全部の分野に通じるとか、全部の行為
ができるとか、実際にできる範囲がありますが、こ
れを大きく目指していくのが公認心理師法の趣旨で
す。ただ、この四行為の中でも、四番目の「心の健
康教育」は、実際に要支援者に直接当たる必要はな
いので、扱いとしては、例えば実務経験のカウント
の仕方のときも、これは外れる扱いになると理解し
ています。
　第 6 条は共管資格について、「試験は、毎年一回以
上、文部科学大臣及び厚生労働大臣が行う」と書い
てあり、文科省と厚労省の「共管」資格になってい
ますが、具体的にはそれを委託されている機関が行
います。調べてみると、共管資格は非常に少なく、
原子炉主任技術者の資格など 4 資格しかありません。
もう一つは、文科省と厚労省の関係で言うと、文科
省はあまり国家資格を出していない省で 8資格しか
ありませんが、厚労省は 13 8資格もあります。経験
的にも、また今回の資格の趣旨からしても、この関
係を見ると、共管ではあるけれど、厚労省中心になっ
ていることが理解できます。
　既存の民間資格と言われているものは、更新制の
ものが多く、例えば 5 年間有効でその間にいろいろ
講習を受けたりして、ポイントを集めて、それを基
にして更新する団体が多いです。しかし、国家資格

には基本的に更新制はありません。一度取れば、問
題を起こさない限り、終身資格となります。
　公認心理師になるためには、学部を出てから、大
学院修士課程で 10科目の単位を取ることが一つの
コースで、もう一つは、学部を卒業したあと、認定
された研修プログラムを持つ実務機関に 2年以上勤
務することが必要です。勤務しながらですから、現
実には 2年ではなく、3 年ぐらいかかると見込まれ
ています。大きく言って、学部を卒業して病院や法
務省に勤務するとかで研修を受けて、資格を得て受
験するコースと、大学・大学院のコースと二つあり
ます。
　また、第 10条で文科省、厚労省は指定試験機関と
指定登録機関を定めるとなっています。これはすで
に、一般財団法人日本心理研修センターが指定試験
機関及び指定登録機関に指定されていますので、こ
こが実務を担っています。
　経過措置については、今年度から学部教育を始め
て、大学院も始めているところがありますが、2年
ないし 6 年後に受験者が出てきます。それまで公認
心理師が全く動かないということは困るし、既存の
いろいろな資格を持っている人、実務経験を担当し
ている人が公認心理師の資格を必要としているとい
うことで、経過措置 5 年間としていろいろな特例を
設けています。一番最後の「現職者に対して試験科
目の一部免除」は、今回の試験ではなかったようです。
法律に書かれていたけれども実施されていないこと
もあります。

公認心理師の養成

　次に、「公認心理師の養成」ということで、カリキュ
ラムを中心に話します。検討会の最初の案では「心
理学統計法」がなくて 24 科目でしたが、頑張って「心
理学統計法」が独立した科目になり、学部 25 科目に
なりました。
このカリキュラム案は親委員会（検討会）のほうで
はなく、ワーキングチームのほうで取りまとめまし
た。細かい経緯は記録を見ないとわかりませんが、
全体の流れとしては、心理学基礎科目が①から⑥ま
で、心理学発展科目の基礎心理学が⑦から⑮まで、
実践心理学が⑯から⑳まで、心理学関連科目が 3 科
目（㉑から㉓）、実習演習科目が 2科目（㉔と㉕）と
なっています。
　心理学基礎科目を具体的に見ていきますと、「公認
心理師の職責」の「職責」は科目名としてはなじま
ないので、例えば「公認心理師入門」とかのほうが
いいように思いましたが、最終的には「職責」とい
う言葉でどんな仕事なのか、どんな責任があるかを
示し、公認心理師のイントロダクションとしての科
目になったと思っています。
　最初は「心理学概論」だけでしたが、「臨床心理学
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概論」も必要だという話があったようで、二つが入
りました。そして、「心理学研究法」、「心理学統計法」、
「心理学実験」です。「心理学実験」は実習が多いと
思います。基本的に各 2単位以上ということで、実
習をどう単位づけるか、厚労省主導でやると、単位
数はあまり気にしません。単位はそちらで考えてく
ださいというところがありました。最終的に各科目「2
単位以上」になりましたが、まず科目を立てること
が大事ということがありました。
　基礎心理学は、「視覚・認知心理学」、「学習・言語
心理学」、「感情・人格心理学」、「神経・生理心理学」。「社
会・集団・家族心理学」はいろいろ議論があるとこ
ろで、「社会・集団」はいいけれど、「家族」は少し
カテゴリーが合わないとか意見がありましたが、こ
こに収まりました。「発達心理学」はこれ一つで、中
項目、小項目の多い分野です。そして、「障害者（児）
心理学」、「心理学アセスメント」、「心理学的支援法」
となります。
　実践心理学として、これが「五分野」に当たるも
のですが、「健康・医療心理学」、「福祉心理学」、「教
育・学校心理学」、ここに「学校」が入っています。「司
法・犯罪心理学」、「産業・組織心理学」となります。
　心理学関連科目というのは、むしろ心理学に関連
しない科目だと思いますが、医療系の科目です。一
般医学が「人体の構造と機能及び疾病」で、精神医
学、精神疾患を扱うのが「精神疾患とその治療」です。
「関係行政論」は基本的にさまざまな分野の法律及び
制度を学ぶものです。心理学関連科目と言うよりも、
むしろ他分野の科目と言ったほうがいいかもしれま
せん。これを入れることによって、公認心理師の厚
みを増す部分もあります。ただ、大学側としては「公
認心理師の職責」と「関係行政論」は、今までの科
目を転用できない全く新しい科目ということで、各
大学が開講するにあたっては随分苦労されていると
思います。
　最後に、実習演習科目として「心理演習」と「心
理実習」があります。基本的には、心理実習は大学
の外でやることを目的にしています。「80時間以上」
とあるのは、厚労省のほうは単位数ではなくて時間
数を求めています。大学院のほうも時間数で定めら
れています。
　最初、科目名の読み替えをどうするか、一字一句
変えてはいけないという意見とかなりルーズにする
という意見とありましたが、最終的には限定的で、
「1」、「2」が付いているのはいいとか、「入門」が付
いているのはいいとか、その程度のことで、あまり
自由度はありません。しかし，全体としてはそれぞ
れ各大学で開講しやすいように作られていると思い
ます。学年配当も全く指定がないので、各大学の裁
量になります。
　次に、大学院 10科目です。「五分野」と「四行為」
に当たるものが挙がっています。保健医療分野、福

祉分野、教育分野、司法・犯罪分野、産業・労働分
野それぞれに関する「理論と支援の展開」として 5
科目があり、「四行為」については、「心理的アセス
メントに関する理論と実践」、「心理支援に関する理
論と実践の展開」、「家族関係・集団・地域社会にお
ける理論と実践」、「心の健康教育に関する理論と実
践」があります。すなわち、①アセスメント、②心
理支援、③関係者支援、④心の健康教育の「四行為」
に当たる科目が設定されています。
　実習科目は、「心理実践実習」が「 4 5 0時間以上」
となっています。ここでも、時間数で定められてい
るのが、医学モデルというか、厚労省の考え方に基
づいています。
　もう一つ、試験との関係で、ブループリントですが、
ここに挙げているのは、基礎心理系もかなり今回重
視されるようになったことを私が話すときに使って
いる材料です（表 1）。

表䠍 ฟ㢟ᇶ‽（䝤ルー䝥リント）䠖ᇶ♏心理⣔ྜ

䐢 心理学䞉臨床心理学のయീ ⣙ �䠂
䐣 心理学䛻䛚䛡䜛◊✲ ⣙ 2䠂
䐤 心理学䛻㛵䛩䜛ᐇ㦂 ⣙ 2䠂
䐥 ▱覚ཬ䜃ㄆ▱ ⣙ 2䠂
䐦 学⩦ཬ䜃言語 ⣙ 2䠂
䐧 ឤ情ཬ䜃ே᱁ ⣙ 2䠂
䐨 ⬻䞉神⤒のാ䛝 ⣙ 2䠂
䐩 ♫会ཬ䜃㞟ᅋ䛻㛵䛩䜛心理学 ⣙ 2䠂
䐪 発 㐩 ⣙ �䠂
䐫 㞀ᐖ⪅（ඣ）の心理学 ⣙ �䠂
䐰 ᩍ⫱䛻㛵䛩䜛心理学 ⣙ 9䠂
䐲 ⏘業䞉⤌⧊䛻㛵䛩䜛心理学 ⣙ �䠂
※ୗ線の┠ᶆ䜢䠎ศの䠍䛸䛧䛶⣙��䠂

　見てみると、心理学の概論と臨床心理学の概論は
別の科目でしたが、ブループリントではここは一つ
になっています。また、研究法と統計法も科目は別
ですが、⑤の「心理学における研究」でまとめられ
ています。⑪は「家族・集団・家族心理学」だった
のが、「社会及び集団に関する心理学」というように
「家族」が消えています。ブループリントは、検討会
で決まった最終的な科目名の前の種々の議論に依拠
しているような印象があります。
　全体を見たときに、どこまでが基礎系と言ってい
るのか、いろいろ意見があると思いますが、ざっと
私が見たところ、心理学・臨床心理学の半分は基礎
系、障害者（児）の心理学の半分は基礎系と考える
と、全体の 3 6 ％、少なくとも 3 分の 1は基礎系科目
となっています。公認心理師法に関して基礎心理学
系の先生方の中にはあまり関心がないとか、あるい
は場合によっては、「それはどうぞ勝手にやってくだ
さい」という考えの人もあると聞いています。それ
は心理学全体の発展から言うと具合が悪くて、基礎
心理学系もきちんと学んだ人が公認心理師になって
ほしいという観点から、現実に試験の内容としても、
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3 分の 1ぐらいは基礎系であるということです。
　あとで、今年度の試験の結果の話をしますが、だ
いたいの得点率の目標が 6 割だとすると、極端に言
うと、基礎系を全部放って、臨床系の勉強だけして
も通るかもしれません。とはいえ、現実にそれはむ
ずかしいでしょうし、それでは、せっかく作った公
認心理師という資格の趣旨からは外れますので、基
礎系もしっかり学べるような体制を各大学で組んで
ほしいと思います。現にそのように進んでいると思
います。
　また、いろんなところで議論があったなかで、二
つの重要な理念があります。公認心理師を築く二つ
の大きな理念です。一つ目は、「生物心理社会モデル
（B i o p s y c h o s o c i a l  m o d e l）」というものです。ここに書
かれている英語ですが、これは何かというと、世界
保健機関（ W H O ）ができるとき、世界保健機関が目
指すものは何かを宣言していて、その中の一節です。　
　 H e a l t h  i s  a  s t a t e  o f  c o m p l e t e  p h y s i c a l ,  m e n t a l  a n d  
s o c i a l  w e l l - b e i n g  a n d  n o t  m e r e l y  t h e  a b s e n c e  o f  d i s e a s e  o r  
infirmity.  
　健康とは、完全な身体的、精神的及び社会的な
ウェルビーイングである。ウェルビーイングはいろ
いろな訳があって、私たちは幸福度と訳しています
が、これが訳されたときは「福祉」と訳されていま
す。意味としては、ウェルビーイング＝良い状態です。
体の面でも心の面でも社会的な面でも完全な良い状
態であるということを健康が意味している。そして、
単に病気でないとか、いろんな障害がないとか、不
便な状態でないということではなくて、もっと積極
的なものを健康は意味していることが宣言されてい
ます。「身体的、精神的及び社会的なウェルビーイン
グ」を目指しているのが生物心理社会モデルです。
　これを公認心理師の中身としてどのように考える
かということです。まず、このモデルはどこから出
てきたかということですが、これはアメリカの精神
科医のジョージ・エンゲル（G e o r g e  E n g e l）という人が、
彼はロチェスター大学の医学部の先生ですが、19 7 7
年に有名な『サイエンス』という雑誌に載せた論文
の中に生物心理社会モデルを取り上げています。
　その背景には、生物系の精神医学の人たちが、生
化学、具体的には薬物療法を中心にして、神経生理
学をバックグラウンドにして、薬物療法だけで十分
だという考えがありました。それを還元主義と言い
ます。心の問題をすべて体の問題に帰結するという
のが還元主義です。あるいは、精神医学というのは、
医学としてはまだまだ未成熟で医学と言えないもの
だという一種の偏見があるという排除主義、心の問
題は医学では扱わないという排除主義を避ける意味
で、生物学的にも、心理学的にも、社会科学的にも
心の問題をまとめて取り上げるべきだという、その
総合性を主張したのがこの生物心理社会モデルです。
　それを公認心理師がどう考えるかということです。

基本的には、生物心理社会モデルの中の心理のとこ
ろを当然扱いますが、でも生物的な部分、人の生物
としての存在、特に医学的な解剖学や生理学の知識、
あるいは病気の知識、あるいは治し方の知識につい
て、生物としての人間の部分を知る必要があります。
先ほどの心理学関連科目で出てくる医学の基礎と精
神医学の 2科目を学ぶというのは、この生物学的要
因のところを押さえるためにあると考えます。
　もう一つの社会的要因に関しては、「関係行政論」
で各省庁の作っている法律とか制度にまず習熟する
ということ、そして五分野に関して実際の現場でど
んなことが起こっているのか、どんなことを考える
必要があるのかを学ぶということです。心理学中心
ですが、生物心理社会モデル全体として心の問題を
考えていこうというのがバイオサイコソーシャルモ
デルの要点になります。
　もう一つは、「科学者－実践家モデル（ S c i e n t i s t -
p r a c t i t i o n e r  m o d e l）」というものです。サイエンティ
スト－プラクティショナー・モデルは、アメリカで
は大学院の博士課程を修了した者がサイコロジスト
（心理士）の資格を得るかたちになっています。日本
では、修士までで資格を取るという考え方ですが、
アメリカでは博士課程を中心に考えています。サイ
エンティスト－プラクティショナー・モデルは、そ
のことが議論されたアメリカコロラド州ボウルダー
にあるコロラド大学で開催された会議の中で提唱さ
れたことから、ボウルダー・モデル（ B o u l d e r  m o d e l）
とも言われています。簡単に言うと、サイエンティ
ストでありプラクティショナーである。つまり、科
学的な研究を理解し、場合によっては自分もそうい
う研究を行える、そういうマインドを持った、しか
し実践家であるということを目指しています。
　このボウルダー・モデルの基本を提唱したのは、
デイヴィッド・シャコウ（D a v i d  S h a k o w ）というシ
カゴ大学の臨床心理学の先生で、本人は統合失調症
の研究を専門としています。高いレベルの科学的な
能力を持った人で、かつ、豊かな実践的な活動がで
きる人を求めたいという、ある意味でぜいたくなモ
デルです。博士課程の教育なのでたいへん高度なモ
デルですが、公認心理師の場合は学部卒業も前提と
してありますので、どこまでこのモデルを具体的に
見ていくかがむずかしいところです。しかし、その
考え方の基本を、やはり公認心理師の中でも考えて
いかなければならないということは、私たちが三団
体会談の中でよく話し合ってきたことです。
　これから議論としてたぶん起こってくることは、 5
年後に法律の運用の仕方について見直しするという
考え方がありますので、そこの段階で、例えば学部
教育で卒業論文あるいは卒業研究をどういうふうに
するかという問題があります。また、大学院におけ
る修士論文を現状は必修としていませんので、必修
とする必要があるかどうかという問題もあります。
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学部において卒論を必修とすることには、ある種の
難しさがあります。つまり、心理学のコースでなく
ても、学部 25 科目が取得できる大学があります。甲
南大学が実はそうです。私どもは文学部人間科学科
というところが一番中心の学科ですが、それ以外の
学科でも、他の学部でも取ることが可能であるとい
う制度にしています。その場合に、例えば学生が法
学部に入ってみたけれど、法律より心理学のほうが
おもしろそうで、公認心理師になりたいと考えるこ
とがあります。そういう学生は、単位は 25 科目取れ
ますが、法学部では卒業論文がありません。そのよ
うな場合もあるので、卒業論文を公認心理師の必修
要件にすることは、現状はしていません。
　では、研究者マインドをどうやって形成するかと
いうことがやはりこれからの大きな課題だと思いま
す。現状は、各大学・大学院のカリキュラムポリシー
の中で、制度としては必修ではないけれども、ぜひ
やってほしいというかたちで進めているのが現状で
す。

公認心理師の未来像

　次に、もう一つの「公認心理師の未来像」につい
て話します。昨日、公認心理士資格試験の合格発表
があり、もう未来像ではなく、現実の姿になりつつ
ありますが、もう少し先のことまで含めて考えたい
と思います。まず、公認心理師というものが国家資
格である大きな理由は、やはり国民が安心して公認
心理師からいろいろな便益を得られるということが
必要だからです。
　「心理」の付く民間資格は山ほどあります。しかし、
困ったときにいったいどの資格に頼ったらいいかが
わからないということも、国家資格を作ることの一
つの大きな理由でした。国家資格ができた以上、そ
ういった人たちに頼られる存在でなければならない
わけですが、その「頼れる」という中には、「信頼（ト
ラスト）」と「信用（コンフィデンス）」の二つがあ
ります。
　信頼は何かというと、要するにその人が職務に忠
実で、頼りにしても裏切られないということが大事
だということです。また、信用というのは、その人
に頼ると、必ずプラスが得られるということがはっ
きりしているということです。公認心理師は、立派
な人で、自分の職務に忠実で、ちゃんと倫理に従っ
て行動してくれる人だということが信頼です。また、
信用ということは、その人に相談すれば、何らかの
かたちで自分にとって良いことがある、心の問題で
相談したら、心の問題が軽くなったり、治癒したり
などが起こるということです。その信頼と信用の二
点が、公認心理師の国家資格ができたうえで、重要
な事柄ではないかと思います。
　法律的には、信頼については、第 4 0条（信用失墜

行為の禁止）、第 4 1条（秘密保持義務）、第 4 2条（関
係者との連携等）の三つの条文がポイントになりま
す。信用のほうは、第 4 3 条（資質向上の責務）があ
ります。法律の条文に触れながら、この問題を見て
いきます。
　まず、第 4 0条（信用失墜行為の禁止）ですが、「公
認心理師は、公認心理師の信用を傷つけるような行
為をしてはならない」と書いてあります。信用失墜
行為というのは、今までも、例えば国家公務員が信
用失墜行為をしてはいけないということが言われて
いますが、職務遂行行為、つまり仕事上の問題で起
こす出来事はまったく駄目です。収賄とか横領とか
職権乱用とか、あるいは職務中に関係する人とけん
かになったりするとか、そういうことは困りますが、
職務に直接関係しない行為、あるいは勤務時間以外
の私的な行為、例えば飲酒運転は当然たいへん厳し
くなっていますが、飲酒運転で事故を起こすとか、
あるいは人を殴るとか、そういうことはもちろんい
けません。当然のことながら、そういう信用失墜行
為をしてはいけないということが第 4 0条の規定にな
ります。
　第 4 1条は、「公認心理師は、正当な理由がなく、
その業務に関して知り得た人の秘密を漏らしてはな
らない。公認心理師でなくなった後においても、同
様とする」とあります。「公認心理師でなくなった
後」というのは、先ほど、終身の資格だと言いまし
たので、何か信用失墜行為を起こした場合かもしれ
ませんが、いずれにしても、自分が公認心理師とし
て接した人に関する個人情報を漏らしてはいけない
ということです。これには罰則規定があり、第 4 6 条
で「第 4 1条の規定に違反した者は、1年以下の懲役
または 3 0万円以下の罰金に処する」となっています。
罰則がある規定は第 4 1条だけですが、もちろん、第
4 0条ほかも罰則がないからといって信用失墜行為を
していいわけはありません。
　第 4 2条（関係者との連携等）は、「公認心理師は、
その業務を行うに当たっては、その担当する者に対
し、保険医療、福祉、教育等が密接な連携のもとで
総合的かつ適切に提供されるように、これらを提供
する者その他の関係者等との連携を保たなければな
らない」とあります。これはチームで医療とか教育
を行っていくということになります。これはほかと
は趣旨が違いますが、公認心理師も単独で仕事をす
るわけではなくて、いろんな現場の中において協力
しながら進めていかなくてはならないということで、
このあたりの事柄については、あとで詳しく触れま
す。　
　また、第 4 2条の「2．公認心理師は、その業務を
行うに当たって心理に関する支援を要する者に当該
支援に係る主治の医師があるときは、その指示を受
けなければならない」とあります。これが公認心理
師という制度ができるときに、精神科の医者が自分
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たちの職務に差し障ることがないかということをず
いぶん心配したところです。この文言をどうするか
に関していろいろな議論があって、今でも議論が残っ
ているところだと思います。
　まず、「主治医」という言葉ですが、法律の文面を
いくら調べても、この言葉は出てきません。医師と
患者がお互いに了解している問題ということです。
医師もやはり責任があるから、主治医には簡単にな
りたくないものです。かといって、自分の患者が自
分の知らない間に、この薬は飲まないでくださいと
か、この薬は飲んでくださいと言われると困るので、
お互いの信頼関係の中でそのあたりの関係をどうす
るかということです。
　要支援者に主治医がいるかということを聞いてよ
いかどうかも、個人情報なので聞くこと自体が違法
かもしれませんが、やはりこの規定がある限りは、
それは知っておいたほうがいいだろうということで
す。それが分かったうえで、公認心理師が主治医と
直接連絡を取るかどうかは、またちょっと微妙な問
題がありますから、なかなかこの第 4 2条 2項という
のは、運用上はむずかしい問題を多々はらんでいる
と思います。
　第 4 3 条（資質向上の責任）では、「公認心理師は、
国民の心の健康を取り巻く環境の変化による業務の
内容の変化に適応するため、第 2条各号に掲げる行
為に関する知識及び技能の向上に務めなければなら
ない」とあります。「第 2条各号」というのは、四つ
の仕事のことです。それに関する知識及び技能の向
上に務めなければならないということです。基本的
には、研修、研鑚を積んでいって、新しい知識、新
しい考え方というのをいつも得るようにしておかな
ければなりません。
　大事なことは、医学では「エビデンスベースト
（e v i d e n c e - b a s e d ）」と言われますが、自分のやってい
る行為が本当に科学的な手続きを経て検証されたも
のであるかということを知っておくということです。
つまり、場合によっては、いろいろな論文を読むと
いうことになります。そうすると、先ほどのサイエ
ンティスト－プラクティショナー・モデルのサイエ
ンティストとしてのマインドが必要になってくると
いうことになります。
　ここで、本題からずれるかもしれませんが、何を
研修や研鑚の対象にするかということの一つとして、
これは大学の教育の中でも行うべきことですが、精
神科医療の科学としての発展の歴史をやはり知って
おくことが大事です。見当違いの治療や臨床的な関
わりをするときに被害を起こさないためにも、精神
科医療の発展の歴史を学ぶ必要があるということを
これからお話しします。
　心の座はどこにあるかということで、実は、ヒポ
クラテスは心の座は脳にあるとはっきり言っていま
す。「精神病は身体疾患すなわち脳の病気で、悪霊が

たたっているのではない」ということを一番最初に
はっきり言った一人がこのヒポクラテスです。
　ヒポクラテスは、医学では「ヒポクラテスの誓い」
という、最初に医師としてすべきこと、すべきでな
いことを定めた人でもあります。ちゃんと心の座は
脳であると言っていましたが、そのあと心の座は心
臓であるという考え方に、逆に後戻りします。なぜ、
心臓にあると考えたかというと、心臓は心の動きに
連動して高まったり、元気でなくなったりしますの
で、心臓が心に影響を受けやすい臓器であるという
ことから、心の座は心臓であるという考え方をしま
す。そういう考え方が古くからあり、ヒポクラテス
以後もありました。
　それはまだましなほうで、精神病は悪魔つきであ
る、悪魔がとりついた、だから悪魔払い、エクソシ
ズムをやらなければいけないという時代があり、悪
魔払いはまだしも、魔女裁判というのがあって、変
なことを言うのは魔女だと言って迫害を受けて、そ
の悪魔を追い出すために拷問に当たる行為をしたり、
場合によっては、殺してしまうことが起きています。
そういう時代がありました。
　迫害に遭った精神障害者は、大きく言って二タイ
プがあります。てんかんと統合失調症です。日本で
最初の公立精神病院は京都癲

てんきょう

狂院という名前でした。
「癲」というのはむずかしい字ですが、癲

てん

癇
かん

の「てん」
で、「狂」は狂人の「狂」で、こちらは主に統合失調
症だったのではないかと考えられます。もちろんい
ろいろな心の病がありますが、ほかの人から見て「こ
の人はおかしい」とはっきりとわかるのがこの二つ
だったと思われます。
　キリスト教の時代から、悪魔払いという考え方で
一種の治療が行われていました。それが、悪魔払い
ではなくて科学の問題として、科学の分野からこの
精神医療を行うようになったのは、18世紀から 19
世紀にかけてであり、特に啓蒙思想の影響があって
個人をどのように保護していくかという考え方、人
道的な処遇という考え方が始まります。
　その中で二人の重要な人物を紹介します。フィリッ
プ・ピネル（ P h i l i p p e  P i n e l）の話は結構いろんなと
ころで出てきます。たぶん精神医学のテキストでは、
彼は精神科医療の創始者、近代精神医学の父である
ように表現されています。もう一人のベンジャミン・
ラッシュ（B e n j a m i n  R u s h ）は、同じ時期にかなり似
たようなことをしていますが、この人はあまり知ら
れていません。良いこともやったけれど、少し方向
違いのいろんな治療もやった人なので、この二人を
対照的に見ていきます。
　まず、ピネルです。フランスのサルペトリエール
病院は、女性の患者のみを収容する病院で、サルペ
トル（硝石）の工場の跡地に建てられました。硝石
というのは火薬を作る材料ですから、硝石工場は火
薬工場であり、爆発が起こると危ないので町の真ん
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中にはありません。町外れに建てられた病院で、囚
人や娼婦と一緒に精神病者たちが収容されていた病
院です。
　ピネルは、その病院の患者の鎖を解き放ったとい
うことで、「近代精神医学の父」と呼ばれています。
ずっと後に、ロベール＝フルーリ（ J o s e p h - N i c o l a s  
R o b e r t - F l e u r y ）という画家が、この病院でピネルが患
者の鎖を放つ状況を描いています。要するに、精神
障害者は囚人と同じように鎖につながれて、不潔で
暗い牢獄のような所に押し込められていて、そこか
ら解放するというのが近代精神医学の始まりという
ことで、このことはよく教科書に書かれています。
　もう一人のベンジャミン・ラッシュは、ピネルと
同時代の人ですが、アメリカ建国の父の一人、つま
りアメリカ独立宣言の署名者が複数いますが、その
うちの一人です。進歩的な考え方を持っていて、奴
隷制、死刑制にも反対した人です。また、精神病院
の開設を提唱し、アルコール依存症の研究を始め、
作業療法の一つである園芸療法を始めた人です。し
かし、いろんな治療を試みる中で、今思うと何でこ
のようなことを考えたのかというような不思議な、
奇妙な治療もやっています。資料に、旋回器、鎮静
椅子、瀉

しゃけつ

血と書いてあります。
　旋回器は、人をゴンドラのようなものに乗せて、
これをぐるぐる回します。何をするのかというと、
これは頭に血が足りなかったり、血が上ったりする
のを回転させて、反対の方向に行かせようとするも
のです。遊園地の遊びならいいですが、これを治療
でされると苦しいです。
　鎮静椅子は、たぶん、てんかん治療法だと思います。
ラッシュが考えるてんかんの原因は刺激が強すぎる
ということです。だから、刺激を抑えて鎮静化する、
そういう椅子に手、足、胸を縛られて、椅子の下に
あるのは何かというと、便器のつぼです。だから、じっ
と長い間座って、これでトイレをするということで、
縛られているので一種の拷問のように見えます。こ
れが治療だというのは、どうなのかと思います。
　瀉血は、精神医学以外のところでも行われました。
よく血の気が多いと言われますが、血の気が多いの
なら血を抜いたらいいという単純な発想のものです。
医師が患者の腕を取り出して、傷を付けて血がぽた
ぽたと落ち、助手の少年が血を受ける皿を持ってい
ます。血が落ちて、ある程度したら、これで余分な
血が取れたとか、汚い血が取れたということです。
これが医療であれば、こんな簡単な医療はないので
すが、このようなことがまことしやかに行われまし
た。ラッシュもこの治療法を使っています。
　このように、本当に良くしてあげようという気持
ちでラッシュは行ったわけですが、エビデンスのな
い治療をたくさん行っています。このようなことが
起こると、やはり具合悪いです。ですから、いろん
な治療あるいは心理支援というものが、本当に科学

的に見て良い結果を起こすかどうかというのは常に
検証していく必要があります。過去の変なものには
戻らないという意味では、このような歴史を知るこ
とはたいへん大事なことです。
　まとめです。公認心理師として大事なことは、信
頼と信用の両方です。信頼は、基本的には自分が保
有する知識、技能を誠実かつ効果的に用いて、乱用
したり悪用したりしないことが、支援を受ける側か
ら信用されるかということです。もう一つは、公認
心理師に診てもらったら、心の問題が収まっていく
ことに対する安心感があるということで、そのため
には心の問題とその対処法について、歴史的にも理
解しなくてはいけないし、最新の知識も身につけな
くてはならない。そのことを通じて公認心理師とい
うポジションがより明確になり、その国家資格とし
ての意味づけが高まっていくと思います。
　次に、「三階建論」について振り返ります。これに
ついては、三団体会談の中でいろいろ議論がありま
した。国家資格ができたときに、どういうふうに既
存の資格が変わっていくか、また、公認心理師に必
要な学会からの援助とか活動はどうあるべきかとい
うことに関わるわけです。三階建論は、特に日心連
のほうでこの議論が行われたのですが、私が日心連
の理事会に参加する前からこの議論がありました。
　例えば、一階は日本心理学会認定心理士を基礎資
格として、二階は国家資格、三階は各学会が認定す
る専門資格です。医師のモデルで言うと、医師国家
試験に合格しても専門医の資格を取って仕事をして
いる人が多いですが、その専門医制度のようなもの
が学会認定資格になります。
　一階の基礎資格はたぶん成立していないと思いま
すので、今後は二階と三階の関係がどうなっていく
かということになります。また、各学会の認定専門
資格がこれからまだ残りますが、そうすると、公認
心理師を取った人、民間の学会資格を持っている人、
両方持っている人、この三種類の人ができていきま
す。公認心理師は心理学指定の 25 科目を取る必要が
あるので、心理学をきちんと学びますが、そのプロ
グラムを自分の所属する学部で得られない場合は、
公認心理師資格が取れないので、こちらの学会認定
の資格、私の関連するほうで言えば、臨床発達心理
士の資格は相変わらず必要となります。それをどの
ように進めるのかはまだわかりませんが、仕事がで
きる資格にしていかなければいけないという議論が
現在行われています。このように、これから多くの
公認心理師が職場に配置されるようになると、既存
の資格との間の関係が議論の一つのポイントになる
と思います。
　さらに大事なことは、既に職務を持っている人が
公認心理師になるときには特に問題は生じないかも
しれませんが、新たにこれから学部や大学院を卒業
あるいは修了して資格を取っていく人に仕事がある
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のかということです。これが議論の最初からずっと
問題になっています。心理師の職域を拡大していか
ないと、せっかく作った資格が生きてこないので、
そこをきちんと考えていかなくてはいけないという
のが、未来像の一番大事なポイントになります。
　「士業」は、弁護士、公認会計士など、どちらかと
いうと、専門技術的なところが問われます。一方、
「師業」のほうは、人間関係がわりと重要になります。
医師とか、正式名称ではありませんが教師（正式に
は教育職員）もそうです。「士業」は技術面なので、
A I 技術（人工知能技術）でかなり代替されていくと
いうことが言われています。「師業」でも養成の仕方
を間違うと、歯科医師のように、資格保有者が多い
ので開業してもなかなかたいへんだという話があり
ます。資格を持つ人とその人が就く仕事との関係は
きちんと考える必要があります。特に、 4 年ないし 6
年の長い期間、授業料を払い、学び、試験を受けて、
苦労して資格を取っても、それに見合う仕事がない
ということであれば、それはやはりいけないことで
すので、その点を考えることは大事です。それが心
理職の職域の拡大という問題です。
　余談ですが、「士業」については、表 2は野村総研
とオックスフォード大学の共同研究ですが、実際に
このようになるかどうかは別問題として、さまざま
な「士業」、すなわち行政書士、税理士、弁理士、公
認会計士、社会保険労務士、司法書士といった、特
に書類作成に関わるような仕事については、人工知
能の代替可能性がかなり高いようです。一方、弁護
士は対人的な要素を含むので、比較的 A I 代替可能性
は低いという予想が出ています。これはどうなって
いくかまだわからない話ですが、公認心理師が A I に
取って代わられる話はまったくないものの、仕事の
内容の精査はしていく必要があります。

㔝ᮧ⥲ྜ◊✲ᡤ䛸䜸䝑䜽ス䝣䜷ード学のඹྠ◊✲（20��年）

表䠎 䠝䠥䛻䛸䛳䛶䛛䜟䜙䜜䜛䠛ᑗ᮶の䛂士䛃業

士 業 䠝䠥௦᭰ 䛺業ົ

ྍ能ᛶ

⾜ᨻ᭩士 9��� ᐁබ⨫ᥦฟ᭩作ᡂ

⛯理士 92�� ⛯ົ᭩㢮作ᡂ䚸⛯ົ┦ㄯ

ᘚ理士 92�� ≉チฟ㢪䞉Ⓩ㘓ᡭ⥆䛝

බㄆ会ィ士 ���9 ㈈ົ᭩㢮の┘査䞉ド᫂

♫会保㝤ປົ士 �9�� ປົ䞉♫会保㝤の᭩㢮作ᡂ

ྖ法᭩士 ���0 Ⓩグ䞉౪クのᡭ⥆䛝

ᘚ護士 ��� ッゴ௦理䛺䛹の法ᚊົ

　少し前の『週刊エコノミスト』（2016 年 1月 12日号）
の巻頭特集に「これじゃ食えない！ 会計士税理士弁
護士」があります。公認会計士はいろんな企業の会
計不正事件の問題があり、税理士は景気に左右され、
弁護士はつくり過ぎで、「士業」は大変だという記事
でした。こういった先例があることも、公認心理師

のほうも考えていかなくてはなりません。
　最後になりますが、心理職の職域拡大をこれから
具体的にどう考えていくかという、「五分野の将来
性」の問題です。保健医療、福祉、教育、司法・犯
罪、産業・労働がありますが、保険医療はチーム医
療として、福祉は児童の問題と高齢者の問題などで
す。教育はチーム学校、司法・犯罪は法務省関係が
どのように進むかです。そして、産業・労働は産業
メンタルヘルスの問題といったことが将来像として
あります。全部は話せないので、要点だけ見てみます。
　まず、チーム医療は既に制度化されており、チー
ム医療推進協議会が 2009 年に発足していて、チーム
医療に関わる職種は、表 3 のように、医師から始まっ
て臨床心理士までこれだけたくさんあります。チー
ム医療は一番チーム制度がきちんと確立されている
世界です。この中で臨床心理士が国家資格でなかっ
たので、例えば、カルテの閲覧権がないといった問
題がありました。私が国家資格の問題に関わる一つ
の個人的気持ちとしては、若い臨床心理士の人たち
と話をしたときに、「自分たちは国家資格ではないの
で、いろんな点で、一所懸命仕事をしてもそれが認
められていない」と訴えられたことがありました。
特に、カルテが閲覧できないということです。これ
からは、それが変わっていきます。

表３ チーム医療推進協議会
（2009年発足） の参加職種

医師
医療ソーシャルワーカー
医療リンパドレナージセラピスト
管理栄養士
看護師
義肢装具士
救急救命士
言語聴覚士
作業療法士
歯科衛生士

視能訓練士
診療情報管理士
診療放射線技師
精神保健福祉士
薬剤師
理学療法士
臨床検査技師
臨床工学技士
細胞検査士
臨床心理士

　教育分野のチーム学校は、チーム医療の学校版で
す。文科省の検討会で「チームとしての学校の在り
方と今後の改善方策について」という作業部会の報
告が出ています。家庭の状況を含めて子どもの状況
が多様化・複雑化していて、教師だけではなかなか
いろんな仕事に対処できないことが言われています。　
これまでは、学校は先生の聖域でしたが、そうでは
なくていろいろな人の力を借りて問題を解決してい
かなくてはいけないということが、かなりの先生た
ちの間にも理解が進んでいると思います。たとえば、
心理・福祉の専門スタッフを学校に位置づけていく
ことが言われています。この報告が出たときは、ま
だ公認心理師制度がなかったので、これからチーム
学校の中に公認心理師をどう位置づけていくかとい
うことも大事な問題です。
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　福祉分野では、既にある資格を持っている人、特
に社会福祉士と介護福祉士との連携が問われていま
す。それぞれ資格を得るまでのプロセスと内容が違っ
ているので、それぞれの役割がありますが、それに
公認心理師がどのように関わっていくか、どういう
ふうに協力し合っていくかということが、この分野
のテーマになっていくと思います。
　もう一つは精神保健福祉士で、こちらはむしろ公
認心理師との関係が近く、主な仕事が地域相談支援
の利用に関する相談、その他社会復帰に関する相談
に応じて助言、指導、日常生活への適応のために必
要な訓練その他の援助を行っていくので、内容的
にかなりオーバーラップする部分があります。どう
いうふうに協力し合っていくかということが課題に
なっています。
　最後に、産業・労働分野では産業メンタルヘルス
です。働き方改革とか、あるいは残業時間が多くて
自死に至ったケースが最近いろいろ問題になりまし
たが、働くことによって不幸になるということは本
末転倒だと思いますので、その問題をどうするかと
いうことです。
　メンタルヘルス不調者に対する安全配慮義務の履
行といったリスクマネジメントをきちんとしないと、
むしろ企業経営にはマイナスになります。いろいろ
な予防策がありますが、一次予防（発症予防）は、
特に重要なのが睡眠障害で、うつ病は睡眠障害とか
なりオーバーラップしていますので、うつ病予防の
ための睡眠管理の問題があります。また、二次予防（早
期発見・治療）は医師のほうで対応しますが、休職
するかどうか、休職した場合には三次予防（復職支援、
再発予防）で、産業医との連携が求められます。
　簡単に言うと、不調で休むことは申し出るだけで
休職ができますが、復職の場合は、正式にやるなら、
職場の上司、関係者、産業医との連携・相談のうえで、
その人の復帰が可能かどうか、また、復帰後も元の
状態の仕事は最初からはできませんので、どのよう
に段階的にその人が適応できるかをみる必要があり
ます。そのときに、やはり公認心理師のアドバイス
等が大事になってきます。
　ストレスチェックテストが 5 0人以上の事業所には
義務づけられていて、私も毎年ストレスチェック質
問票を書いています。そのストレスチェック質問票
をチェックする係は、医師は従前からできますが、
研修を受けた歯科医師、公認心理師も追加され、研
修は必要ですが、2018年 8月にストレスチェックの
担当者になれることが決まりました。これは朗報だ
と思います。
　最後に、昨日の公認心理師試験の合格発表の内容
ですが、第 1回公認心理師試験の結果です。受験者
数が 3 万 5 千人という非常に大きな数で、合格者数
が 2万 7 , 87 6 人でした。合格率は 79.6％です。北海
道は震災があったため、北海道地区の受験は 12月

15 日に延期されますので、これからまだ合格者数は
増えるので、 3 万人近くになります。多くの公認心
理師が誕生したことになります。
　昨日は発表があって、心理研修センターのホーム
ページは全然つながりませんでした。そのホーム
ページでの説明ですが、総得点 23 0点に対して、得
点 13 0点以上の者、合格率ではなくて得点率が 6 0％
程度の問題を作ることが目標ですので、それと合格
率を合わせた感じですが、問題の内容でも若干補正
していることが書かれています。採点は一般問題が
1問 1点、事例問題は技能に当たるものですが、1問
3 点です。一部の問題については複数の、予定して
いた以外にもこれでもいいという解答があって、修
正が行われたようです。私も、昨日の段階でこれだ
けしかチェックしていませんが、もう少し詳しい情
報がたぶんこれから出てくると思います。もちろん、
解答も公開されています。それに向けて、また次年度、
実施されることになると思います。
　7 、8分残りましたが、一応私の話はこれで終わり
ますので、何か質問があれば受けたいと思います。
秋�山　子安先生、どうもありがとうございました。
何か質問があれば、いかがでしょうか。
子�安　学部一年生の人がいると思いますが、何か、
いかがですか。皆さんの将来を考えて。
秋�山　質問というか、私の場合、感想です。いわゆ
る精神疾患の治療の歴史の話がありました。実は、
私も若い頃にグールドの『人間の測りまちがい』
という、いわゆる知能検査の歴史の本を読んでい
て、ちょうどその当時、先生の昔の同僚の齋藤先
生と一緒に仕事をしていた時期がありました。齋
藤先生と二人でよく、「学部の三年生ぐらいにああ
いう本を読んで勉強できるといいよね」という話
を、若い頃していたのを思い出しました。あの中
で、骨相学という、頭の大きさを測って、あれで
知能を測るというのがありました。ちょうどあれ
と似た時代の話かなと思いながら、やはりそうし
たことを、ある部分、いい意味で過去の歴史をき
ちんと把握しながら、現在の問題を理解すること
が大事という、エビデンスベーストということの
意味を、あらためて教えていただいた感じがして、
本当に勉強になりました。
　 　最後のほうの展望の中で、いわゆる「五分野」
の中で、四つの分野の展望が話されたかと思いま
す。私も、司法は実は独立した人材のニューシス
テムを持っていて、そして教育システムを持って
いて、そういった意味では、やはり先生の指摘の
とおりで、やはり四分野の職域拡大であったりと
か、公認心理師の活躍の場が広がることをまずは
一所懸命努力していくことが大事かなと理解して
います。そういう理解でよろしいでしょうか。
子�安　はい、ありがとうございます。まず、一点目
のコメント、『人間の測りまちがい』ですね。ガル
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の骨相学は、頭の形を見ます。よく使う部分は頭
が発達するので、そこが大きくなるというそのよ
うな考え方で、シンプルな理論ですが、ただ、ガ
ルの良い点は心の座が心臓ではなくて脳にあると
考えたことだと思っています。

　 　今の指摘の点ですが、司法・犯罪分野は、やは
りどうしても限定的で法務省関係の仕事に就かな
いとなかなか具体的な職場がありません。ただ、
学部卒で法務省関係の仕事に入ると、むしろ研修
態勢がきちんとしていますし、検討会の中でもそ
の関係の先生は、公認心理師の資格が取れるよう
な研修制度を考えていきたいとポジティブに言っ
ていますので、それは期待できると思います。

　 　ただ、人数的にはどうしても少ない分野ですの
で、産業・労働に比べると、どれぐらい職域拡大
できるかというのは、大事なポイントだと思いま
す。ありがとうございます。

秋山　ほかはいかがでしょうか。
上�岡　上岡と言います。おかげさまで、試験も通り
ました。第一号になると思いますが、娘も大学の
二回生で、ここの大学ではないですが、公認心理
師を目指しています。学部の学生とか、院の学生
が実習を行うというふうになってくると、そうい
う実習の指導をする人たちが、公認心理師が公認
心理師を教えるというふうなことをイメージして
いるのかというのが一つです。

　 　受け入れる側の施設のほうが、やってきますが、
公認心理師でない人が公認心理師のトレーニング
の指導をしなければいけないとなってくると思い
ます。その辺も、受け入れる側も公認心理師が指
導する方向性を考えているのか教えてください。

子�安　はい。まず、一つ目の点です。教育免許は課
程制です。課程制というのは、教える人の資格を
きちんと審査してやっています。公認心理師のほ
うは、そういう課程制ではなく単位制なので、単
位を取れればいいので、その単位を教える人の資
格は基本的には必要ありません。しかし、実習に
関しては、これから当然出てきます。実習の指導
者については、例えば何人必要みたいなかたちで、
公認心理師であることが求められますが、現状は
始まったばかりですのでそれは構いません。将来
的には、実習に関しては、たぶん、公認心理師資
格が必須になってくると思います。

　 　実務研修の機関ですが、そこについては、そこ
まですると、受け入れの可能な機関が減りますの
で、それを必須とすることができるのかどうか、
今のところ、見通しは分かりません。

秋山　ほかはいかがでしょうか。
秋�山　今、学校の話が出ましたが、先週も京都でい
わゆるチーム学校についてどう考えるかというこ
とで、文科省の高等教育局長が来て話を聞きまし
た。私自身、聞いていて感じたのが、結局、現場

の先生が非常に忙しい中で、公認心理師になった
からこそ、先生では抱えきれない業務というのを、
学校の辺り中核的に何とか、単なる保護者対応で
あったり、子どもの対応というプラスアルファの
部分を含みつつ、今いる臨床心理士ではない、法
律にもある程度詳しい公認心理師だからこそ、チー
ム学校の中で中核的なメンバーになってほしいと
いうのを感じました。先生自身は、チーム学校の
中で公認心理師の果たすべき役割について何か考
えがあれば教えてください。
子�安　あまり詳しい分野ではないですが、ただ、臨
床心理士については、もちろんいい人もいますが、
学校の中で浮いているということもいろいろ言わ
れている現状があります。その中で、公認心理師
が同じ轍

てつ

を踏まないようにするためにはどうする
べきか真剣に考える必要があります。
　 　その前に、学校をみんな経由してきていますが、
それは児童、生徒としてしか経験がないので、や
はり学校の制度は大事ですが、制度だけではなく
て、運営する側の仕組みを知っておかないと先生
たちとの折り合いがつかないと思います。そうい
うのは公認心理師の問題として、自分の職場の中
での動き方の問題として自覚していく必要がある
と思います。
秋�山　時間も来ました。最後に一つ、はい。
村�上　貴重なお話をありがとうございました。神戸
学院大学人文学部人間心理学科の村上祐姫です。
先生の話の中で問題に挙がりましたが、資格を取っ
ても働く場所がなかったりという話についての質
問です。実習のときに児童相談所とかで心理士と
か、最初から足りないと聞きました。これから資
格化されたことによって、心理士が増えると思い
ますが、土地的な場所の問題は、国や地域から対
策が行われると思いますか。
子�安　土地的な場所というのは、どういう意味です
か。
村�上　例えば、カウンセリング室が足りないからほ
かの建物を借りて行っているふうに聞いたので、
そういうふうな国からカウンセリング室をもう
ちょっと増加するように支援を行ってもらえると
か、そういうふうな取り組みをされると思います
かという質問です。
子�安　先のことはよく分かりませんが、必要なこと
はやはり整備していかないといけないと思います。
国から直接というより、国に働きかけてというこ
とだと思います。それは、今までの私たちの団体
プラス、これから公認心理師の職能団体がいろい
ろなかたちでできてきますので、そこのほうから
働きかけるということになると思います。今、見
通しや見込みは分かりませんが、必要なものは整
備していかないといけないことですし、そのため
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の陳情などの働きかけは必要だと思っています。  
秋�山　ありがとうございました。今回の講演会は、
関西心理学会の談話会というかたちで兼ねさせて
いただくことになりました。ほんとにありがとう
ございます。私のほうから申し上げるのが遅くな
りまして失礼いたしました。では、ほんとに子安
先生、今日のお話、どうもありがとうございました。
今日はこれをもちまして最後とさせていただきま
す。ありがとうございます。

子安　ご清聴、ありがとうございました。

1　本講演会は関西心理学会 2018年度第 1回談話会を兼ねる。




